
リーダーの思いを聞く

厳
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る

教
員
の
熱
意
に
触
れ
て

学
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

進研アドBetween編集長  

長田雅子

経
済
学
部
の
新
設
、
名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
な

ど
、
新
た
な
動
き
が
活
発
な
愛
知
学
院
大
学
。
「
大
学

4
年
間
で
自
分
自
身
を
変
え
る
体
験
を
し
て
ほ
し
い
」

と
語
る
大
野
榮
人
学
長
に
、
自
身
の
教
育
観
と
、
大
学

が
め
ざ
す
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

愛知学院大学・学長

大野榮人
個々の授業を改善し
教育の質向上を図る

厳しさの中で
自分自身を変えていく

長田　学長ご就任3年目を迎えられた
とうかがっています。貴学の現状をど
のように捉えていますか。
大野学長（以下大野）　就任当初から教
育の質向上を特に重視してきました。
2018年から18歳人口の減少が再び始
まり、大学がさらに厳しい状況を迎え
るのは明らかです。それまでに教職員
が必死になって改革を進めなければ、
世間から無用の長物として扱われかね
ない。そんな危機感を抱いています。
　そこで本学は、大学の価値を向上さ
せるためにさまざまな施策を実行して
います。直近では、2013年の経済学
部新設と、2014年の名城公園キャン
パス開設がこれにあたります。2013
年は本学の教学の課題を明らかにし、
教育の質を高める勝負の年にしたいと
思っています。
　キャンパス開設も学部新設も、すべ
ては私たち愛知学院大学がこれまで以
上に社会に認められ、選ばれる大学に
なるためのステップです。明確なビ
ジョンを社会に示し信頼を得られなけ
れば、学生にとっても大学にとって
も、明るい未来はないと思っていま
す。新しい学びの提案と、それにふさ
わしい環境づくりが急務です。限られ
た時間の中で私たちは、危機感と切迫
感を共有し、一刻も早く新しい愛知学
院大学像を確立していきたいと考えて
います。
長田　教育改革で重視していることを
お聞かせください。
大野　個々の授業を改善することが重
要なポイントだと考えています。教員
が一丸となり、学生が自ら進んで「授

業に参加したい」といった意欲を持て
る内容にしなければなりません。本学
では学生による授業評価アンケートを
実施していますが、改善を進めるには
これだけでは不十分です。厳しい授業
を行う教員の評価が低いこともあるか
らです。そこで、教員には、相互に授
業参観をして評価し合ってください、
そして授業をより良いものにしてくだ
さい、と言っています。
　授業方法についても一方的な講義ス
タイルではなく、学生が積極的に発言
する双方向型の授業に変えていきま
す。さらに、個々の学生の理解が確か
められる少人数での授業を増やしたい
と考えています。

長田　どのような人材を育てたいとお
考えですか。
大野　建学の精神に基づき、自ら考
え、行動できる人を育てることが本学
の使命です。そして日本だけでなく、
海外でも活躍できる、社会を支える底
力を持った自立（自律）した人材の育成
が目標です。そのためには、学生が積
極的に学びたいと思える授業に加え、
「厳しさ」が必要ではないでしょうか。
厳しさに耐えて学び、自らに打ち勝つ
ことにより、自身の成長や変化を実感
できるはずだと思っています。
長田　学長ご自身も、学生時代に厳し
い教育を受けられたとうかがっていま
すが、そこに教育観の根元があるので
しょうか。
大野　そうです。入学早々から「この
本を読んで、1週間以内に50枚のレ
ポートを書きなさい」といった課題を

与えられました。入学したばかりの私
が、西田幾多郎先生の著書を理解し、
さらに50枚ものレポートを書くなん
てできるわけがない。そう思い、諦め
て最初は提出しませんでした。する
と、私の部屋の荷物が外に放り出さ
れ、「できないなら出て行け」と一喝さ
れました。
　それで目が覚めました。「本気でやら
なければいけない」といった自覚が生
まれ、必死に取り組むようになりまし
た。助けを求めるあてもなく、自ら切
り開くしかなかったのです。最初は苦
しくてしかたがありませんでしたが、
そうした日々を重ねるうちに、本を読
むこと、調べることのおもしろさに気
がつき、気持ちが変化していきまし
た。苦しい環境だったからこそ、学ぶ
ことの楽しさが理解できたのでしょ
う。私はこの経験がきっかけで、嫌い
だった勉強が好きになり、自分を変え
ることができました。
　人は厳しい環境にあってこそ、学び
への意欲が高まり、そこで得るものが
あるはずです。大学生活とは、自分を
変える4年間だと思います。今の学生
にも、厳しい課題を与え、1日に1時
間でも2時間でも机に向かう習慣を身
に付けさせ、学ぶ楽しさを知ってもら
いたいのです。そのために、すぐに実
感が湧かなくても、社会に出て振り
返ったときに「愛知学院大学で勉強し
てよかった」と感じてもらえるような、
厳しくも思いやりにあふれた学びの場
を提供したいと思います。

長田　新しい名城公園キャンパスでは

地域の人々とつくる
大学を核とした共同体

どのような学びを実現されるのでしょ
うか。
大野　名城公園キャンパスには、新設
の経済学部のほか、商学部と経営学部
のビジネス系3学部が集結します。3
つの学部が一堂に会することにより、
経済現象を多角的に捉えた教育・研究
を行えるため、学部横断的な学びを取
り入れる予定です。高校生にとって
は、どの学部を選べばよいのか、判断
の基準が必要でしょう。それぞれの学
部で何を学び、どのような卒業後の進
路が想定されるのか、明確なプロセス
を示したいと思います。
　経済学部では、経済を理論、歴史、
政策の3つの視点から捉える教育プロ
グラムを用意します。中でも力を入れ
るのは政策的アプローチです。地域経
済をテーマとした実践的な学びを経
て、経済政策に強く、グローバル社会
に対応できる、企業や自治体における
戦略立案を担える人材を育成したいと
考えています。学部と同時に研究所も
新設しますので、教員による政策提言
も行う予定です。
　新キャンパスは、企業や官公庁が集
中する中部経済の中心地に置きます。

その立地を生かし、企業や行政と連携
を進めてまいります。ビジネスの最先
端で活躍する企業人を招いての授業
や、学生が現実の課題の解決をめざす
授業がビジネス系3学部の大きな特徴
となります。インターンシップも充実
するでしょう。さらに、隣接する商店
街の活性化に、本学の学生のアイデア
も取り入れていただきたいと思いま
す。ほかの商店街の活性化の事例研究
から得られた知見も提供していく考え
です。地域の人々と協力し合う機会を
設け、地域社会の発展に貢献できるよ
うな教育環境を実現しようと考えてい
ます。
　名城公園キャンパスは地域社会との
間に垣根がないフラットな設計となっ
ています。中小企業診断士などの資格
取得をめざす社会人を受け入れたり、
坐禅を組める施設やレストランを地域
の方々に開放したりするつもりです。
学生にとっては、キャンパスで学外の
人々と触れ合い、共に学ぶことができ
るはずです。地域との絆を大切にし、
大学を核とした新たな共同体のあり方
を確立することが、名城公園キャンパ
スの強みとなると信じています。
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